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小田原市における事業の概要

生涯現役ニーズ調査（取組❶）

現場体験セミナー 意識啓発セミナー

セカンドライフ応援窓口
（取組❻）

事業所訪問（取組❹)

事業主啓発セミナー（取組❺）
興味・意欲がある方をフォロー

（取組❸)

興味・関心のない方ヘアプローチ

（取組❷）

「シニア人材」の掘り起こし 就労（活動）・雇用 「活躍の場」の掘り起こし

シニアの方への取組 事業者の方への取組

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
働
く
意
欲
の
あ

る
シ
ニ
ア
が
年
齢
に
関
わ
り
な
く
働
く

こ
と
が
で
き
る
生
涯
現
役
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
「
生
涯
現
役
促
進
地
域
連

携
事
業
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
か
ら
こ
の
事
業
の
実
施
団
体
を

募
集
し
、
事
業
を
広
め
る
こ
と
で
シ
ニ

ア
世
代
の
就
業
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

小
田
原
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
シ
ニ
ア

が
元
気
に
活
動
し
豊
富
な
人
生
経
験
や

知
識
を
地
域
の
課
題
解
決
に
つ
な
げ
る

た
め
、
シ
ニ
ア
世
代
の
活
躍
や
仲
間
作

り
を
応
援
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
取
組
を
さ
ら
に
強
化

す
る
た
め
、
地
域
の
関
係
団
体
と
一

緒
に
「
小
田
原
市
生
涯
現
役
推
進
協
議

会
」
を
設
立
し
て
、
平
成
30

年
7

月
か

ら
「
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携
事
業
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

生
涯
現
役

促
進
地
域
連
携
事
業

ス
タ
ー
ト
！

生 涯 現 役 。

シニア世代の就労や、雇用促進への

6つの取組がスター卜！

取組❶

【生涯現役ニーズ調査】

アンケート調査により、シニア世代

の就労・雇用に関する現状や希望

を把握、事業展開に活用します。

取組❹

【事業所訪問】

支援員が事業所を訪問して雇用に

関する現状や希望を伺い、シニア

雇用に向けたお手伝いをします。

取組❷

【意識啓発セミナー】

生涯現役について一緒に考える機

会をつくり、 元気に楽しくセカンドラ

イフを送るきっかけづくりをします。

取組❺

【事業主啓発セミナー】

シニアの力を生かして成功してい

る企業の事例や、補助金等の制度

的メリットを紹介します。

取組❸

【現場体験セミナー】

現場での仕事体験や実際に活躍し

ている人の話を聞く機会をつくり、

活躍したい人の後押しをします。

取組❻

【セカンドライフ応援窓口】

セカンドライフでも活躍したいシニ

アと、シニア雇用を考える事業者

からの相談を受け付けます。
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生
涯
現
役
ニ
ー
ズ
調
査

取
組
❶

シニア世代に聞きました

　会社勤めが終わったり、還暦を迎えたとしても、ま

だまだ働く意欲があるシニア世代が多くいます。これ

までの人生で培った専門性、社会性、技術を眠らせて

おくのはもったいない！

　では実際、どのような業種や条件を希望しているの

でしょうか？

働きたい

シニア世代は 60.3％

　生まれたからには「何かを残したい」。どんな人でも考える

欲求の1つです。それに直結する「製造業」が人気があり、つ

いで「卸売・小売業」といった社会と密接な関係を持ち、経済

に直結する業種を希望する方もいます。さらに、超高齢化社

会を支える医療・福祉関係の仕事もやりがいがあります。

製造、卸・小売、医療・福祉が人気

1位　製造業…19.8％

2位　卸売・小売業…18.2％

3位　医療・福祉…16.2％

4位　飲食店・宿泊業…15.9％

4位　教育・学習支援業…15.9％

シニア世代は

週に 働きたい。、1日あたり3～4日
78.5％ ※複数回答（ｎ=1,188） 77.2％ ※複数回答（ｎ=1,188）

4～6時間

　通勤時間が短ければ、プライベートな時間も充

実します。趣味の時間も大事にしながら、自分の

持つチカラで社会に貢献。なにより、健康第一

で。「メリハリ」と「ヤリガイ」が、充実した仕事

のエッセンスなのかもしれません。

「通いやすい」が

長続きのコツ？1位　自宅から近い（通いやすい）…81.4％

2位　勤務日数・時間の融通が利く…66.0％

3位　体力的に負担が少ない…42.0％

4位　経験・スキルが活かせる…38.3％

5位　年金が減額されない働き方である…36.2％

働きたい
26.8％

働きたくない
16.4％

不明
5.4％

どちらかといえば
働きたくない
10.4％

ボランティア等の
社会貢献がしたい

7.5％

自分の希望に
あう仕事なら
働いても良い
21.8％

どちらかと
いえば
働きたい
11.7％

（ｎ=1,972）

Q.まだまだ働きたいですか？

ほかには

農林漁業…8.7％

情報通信業…6.6％

運輸業…5.1％

建設業…4.5％

金融・保険業…3.2％

【小田原市のシニア世代の就労に関するアンケート】

■実施主体：小田原市生涯現役推進協議会　■実施日：2018年8月24日～9月14日

■対象者：2018年7月1日時点で小田原市に住民登録をしている満55歳以上80歳未満の方から年齢階層別に無作為抽出した5,000人

■調査方法：自記式郵送調査　回収数：1,972通（回収率39.4%）

※複数回答（ｎ=1,188）

就労する際の重視点

※複数回答（ｎ=1,188）
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生
涯
現
役
ニ
ー
ズ
調
査

取
組
❶

事業者に聞きました

　シニア世代が今まで培った仕事のチカラを、「活かしてほ

しい」という事業者もいます。「持っているチカラは大した

ことないから…」と思っているのは、案外、自分だけかも

しれません。働きたい職種やその活動をしている事業者と

会い、話をしていくうちにお互いが見えてくることもあり

ます。

　まずは、お会いして、顔を見て、お話をしてみること。

それが今後の生き方にきっと影響を与えてくれるはずです。

シニアを雇いたい

事業者は 30.9％
積極的
11.4％消極的

12.7％

不明
3.2％

どちらかと
いえば消極的

15.6％

どちらともいえない
37.6％

どちらかと
いえば積極的

19.5％

（ｎ=788）

【小田原市のシニア世代の雇用に関するアンケート】

■実施主体：小田原市生涯現役推進協議会  ■実施日：2018年8月2日～8月24日

■対象者：小田原箱根商工会議所の会員3,147社 ■調査方法：自記式郵送調査　回収数：788通（回収率25.0%）

　事業者が求めるのは「技術職」。これまで数十年間で身につ

いた熟練の技術は若い世代には持ちえない宝物です。活かせる

フィールドは結構多いかもしれません。また、絶対的な人手が

必要な販売・接客や営業職もニーズがあります。この職種では

社交性が重んじられ、笑顔も大事な「チカラ」です。

求めるのは「技術職シニア」1位　技術職…41.4％

2位　労務職…21.2％

3位　販売・接客…20.5％

4位　営業職…20.2％

5位　事務職…20.0％

事業者は

豊かな経験・知識があるからシニアを雇いたい。

69.6% ※複数回答（ｎ=585）

　まずは「健康」であること。次いで「知識」と「経

験」。これまでの楽しいこともつらいことも乗り

越えてきたその経験値こそが、魅力なのです。ま

た、一度は自分が通った年齢の方々と一緒に仕事

をすることもあります。シニアだからこそできる

年齢を超えたコミュニケーションが、職場に新し

くも馴染みのある関係性を生むこともあります。

シニアに望まれていることは？

1位　健康であること…78.5％

2位　知識・経験があること…65.5％

3位　勤務日数・時間が条件と合致…49.9％

4位　年齢を超えたコミュニケーションが

できること…35.6％

5位　業務上必要な資格があること…29.6％

Q.シニア世代の新規雇用について

※複数回答（ｎ=585）

雇用する際の重視点

※複数回答（ｎ=585）
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意
識
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

取
組
❷

 日時  平成30年 9月11日 ㈫ 

14時～16時

場所  川東タウンセンター

マロニエ 集会室202

 講師  株式会社ニッセイ基礎研究所

生活研究部 主任研究員

前田 展弘氏 

 日時  平成30年 9月28日 ㈮ 　13時～17時

場所  川東タウンセンター マロニエ 集会室202

 協力  株式会社リクルート 

 日時  平成30年 9月19日 ㈬

14時～16時

場所  川東タウンセンター

マロニエ 集会室202   

 講師  TMS オフィスコンサルティング

代表  猪瀬 真希氏

 日時  平成30年 10月3日 ㈬　14時～16時

場所  川東タウンセンター マロニエ 集会室202   

１日目 2日目

3日目 4日目

生涯現役の達人 
「４Daysセミナー」

セカンドライフでも活躍したいと考えているシニアを対象に
4日間のセミナーを開催

このよう
な

セミナー
を開催

しました

人生100年時代の到来と

シニアの生き方

あなたの体はどんな仕事に

向いてる？「からだ測定」 

セカンドライフを楽しく過ごす

コミュニケーション講座

シニアの力を求めている

仕事・活動の紹介

超高齢化が進みシニアの活躍が重要視される中、シニア
がどのように対応していくべきか、豊富なシニアの活動
支援経験をもとにお話しいただきました。

仕事をする上で体力、処理力、個性の3要素を測定する
「からだ測定」を実施し、どんな仕事に適性があるかを診
断して就労のきっかけに。  

シニアが就労する中でのコミュニケーションの大切さを
学びます。またグループワーキングを通じてコミュニケー
ション力を高め、仲間づくりをお手伝い。

担い手を求める企業や団体による、仕事・活動の紹介や
個別相談を行いました。

4日間の合計参加人数…46名

参加者…35名

参加者…36名

参加者…24名

参加者…24名
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していくため
に

も、今の体の
状

態を知ってお
き

たくて」と、
お

友達を誘って
セ

ミナーに参加
し

ました。

　言葉とうら
は

らに、往復
６

メートルを早
歩きする俊敏

性の測定では
さっそうとした

身

のこなしを披
露、スクワッ

トの要領で下
半身の力を測

る

「椅子立ち上
がり」も難なく

こなします。
やや苦戦した

の

が、30秒間に
金属パーツを

組み立てた数
で手先の器用

さ

を測る「部品組
み立て」。細か

い部品が思う
ように指先で

つまめず、「前
の人がやって

いるのを見て
いた時は『で

き

そうだな』と思
ったんだけど

」と苦笑い。

　5種類の体力
測定を終えた

後、タブレット
端末で設問に

答えながら処
理力・個性を

チェック。こ
の日の測定結

果

から紹介され
た「向いている

仕事」は、細か
い作業、軽く

体を動かす仕
事とのこと。

　頭の中のイ
メージと実際

の

動きとのギャッ
プを実感して

、

「参考になり
ました。とても

楽

しかったので
、また参加し

た

いわね」。お友
達とほほ笑ん

でいました。

　

「
こ
ん
な
に
数
多
く
の
シ
ニ
ア
が

働
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
」
―
。

　

育
児
を
し
な
が
ら
も
、
育
児
を
終

え
て
か
ら
も
、
ず
っ
と
社
会
に
出
て

働
い
て
き
た
岩
田
政
代
さ
ん
（
70
）。

２
年
前
に
退
職
し
た
も
の
の
、「
少

し
で
も
役
に
立
て
る
の
で
あ
れ
ば
、

ま
た
何
か
や
り
た
い
」
と
の
思
い
で

参
加
し
た
「
生
涯
現
役
の
達
人
４
Ｄ

ａ
ｙ
ｓ
セ
ミ
ナ
ー
」
で
、
ま
ず
は
会

場
を
埋
め
る
参
加
者
の
数
に
驚
か
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

　

初
日
は
、
株
式
会
社
ニ
ッ
セ
イ
基

礎
研
究
所
の
職
員
に
よ
る
講
義
。
超

高
齢
化
社
会
で
シ
ニ
ア
が
い
か
に
活

躍
で
き
る
か
を
説
く
内
容
で
、「
世

の
中
は
経
験
豊
富
な
70
代
位
の
人
材

を
欲
し
て
い
る
」
と
い
う
事
実
に
期

待
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を

楽
し
く
過
ご
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
講
座
」。
あ
ら
ゆ
る
職
場
で
必
要

と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
を

学
び
、
３
日
目
に
は
働
く
た
め
の
体

力
や
処
理
力
を
測
定
。
適
正
の
あ
る

仕
事
を
診
断
し
て
も
ら
い
ま
す
。
最

終
日
は
、
企
業
や
団
体
と
個
別
面
談
。

い
よ
い
よ
再
び
働
く
現
実
味
が
増
し

て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
介
護
関
係
の
職
場
で

働
い
て
き
た
岩
田
さ
ん
で
し
た
が
、

セ
ミ
ナ
ー
を
経
て
決
ま
っ
た
仕
事
は

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
安
全
指
導

員
。
勤
務
が
午
後
の
短
時
間
で
あ
る

こ
と
が
決
め
手
で
し
た
。「
未
経
験
の

世
界
。
慣
れ
る
ま
で
体
力
的
に
は
大

変
だ
け
れ
ど
、
子
ど
も
達
が
慕
っ
て

く
れ
る
の
は
嬉
し
い
」
と
岩
田
さ
ん
。

「
働
く
こ
と
で
社
会
と
つ
な
が
り
、

生
活
に
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
た
」
と
イ

キ
イ
キ
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

働
き
た
い
シ
ニ
ア
の
数
に
驚
き

岩
田 

政
代
さ
ん

参加者に
聞きました

　「よーいスタ
ート」「はい、

ストップ」。声
に合わせて、

会場のあちら
こちらで早歩

きをしたり腕を
伸ばしたり。

そ

の中のひとりが
松野みづえさ

ん（70）。

　根府川の職
場で週2日働き

、環境と人々
の良さに癒さ

れながら日々
、体を動かす

ことの大切さ
を痛感してい

ま

す。昨年ご主
人を癌で亡く

し「他人に迷惑
をかけずに生

活

体の動きはイメージ通り？

松野 みづえさん

参加者に
聞きました

 日時  平成31年 2月15日 ㈮ 

10時～15時

場所  横浜銀行小田原支店 4階 会議室

 協力  株式会社リクルート・株式会社横浜銀行 

からだ測定会

【セカンドライフ応援窓口を臨時開設】

地域で仕事をしたいシニアの方や、シニアの方を雇用した

い事業者の相談を受け付けました。ご希望の方には仕事の

紹介もさせていただきました。

体力（筋力やバランス）・処理力（記憶や読解）・個性

（性格）を測定して、向いている仕事をご紹介。

このよ
うな

セミナ
ーを開

催

しまし
た

意
識
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

取
組
❷

参加人数…5
0名
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 日時  平成30年 11月28日 ㈬　10時～12時

場所  市民交流センター UMECO 会議室7

内容    時代による子育て観の違いを、 保育実践理論と

照らし合わせながら紹介。子育て・孫育ての実

体験を踏まえて、子育てや地域の子どもとの関

わりの中で活用できるヒントを探り、後半は、子

どもと一緒に楽しむ音楽を紹介しました。

 講師   小田原短期大学乳幼児研究所

 日時   12月に、保育園：2箇所3日間、児童クラブ：

3箇所5日間の日程で

各1日2時間程度で訪問

場所   市内の保育園及び放課後児童クラブ

現場体験セミナー（子育て編）
楽しく！子どもと関わるコツを探る

地域の子どもを育て・見守る現場では、
豊富な人生経験を持つシニアの力を求めています！

１日目

このよう
な

セミナー
を開催

しました

２日目・3日目

「子育て今昔物語」

子どもと関わる現場体験

保育園：夕方の保護者のお迎えを待つ

子ども達の見守りをするボランティア体験

放課後児童クラブ ：放課後に保護者が留守宅になる児童

を見守る仕事体験（おやつの準備や自由時間には一緒に遊

びながら保護者のお迎えを待ちます。）

2日間の合計参加人数…10名

歌あそびを練習参加者…10名

参加者…8名

現
場
体
験
セ
ミ
ナ
ー

取
組
❸
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「
娘
が
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
に
恩
返

し
が
し
た
く
て
」
―
―
。
古
川
久
美
子

さ
ん
（
67
）
は
子
育
て
が
一
段
落
し
た
こ

と
を
機
に
、
地
元
の
小
学
校
に
開
設
さ

れ
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
勤
務
。
い

わ
ゆ
る
学
童
保
育
で
、
55
歳
か
ら
約
10

年
間
に
わ
た
り
児
童
の
遊
び
相
手
な
ど

を
務
め
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
２
年

前
、
左
足
骨
折
に
よ
る
入
院
を
し
た
こ

と
で
退
職
。
以
来
、
す
っ
か
り
仕
事
か

ら
遠
ざ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

怪
我
が
癒
え
る
と
、
だ
ん
だ
ん
と
湧

き
上
が
っ
て
き
た
労
働
意
欲
。
そ
れ
で

も
、「
こ
の
年
齢
で
は
も
う
無
理
か
な
」

と
あ
き
ら
め
か
け
て
い
た
頃
、
地
域
情

報
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
現
場
体
験
セ

ミ
ナ
ー
の
広
告
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き

ま
し
た
。『
対
象
者
は
概
ね
55
歳
以
上
の

シ
ニ
ア
』。
に
わ
か
に
希
望
が
湧
き
、「
私

で
も
良
い
の
か
な
」
と
参
加
を
決
意
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
小
田
原
短
期
大
学
の
教

授
に
よ
る
講
義
で
子
育
て
の
コ
ツ
を
学

び
、
保
育
園
な
ど
実
際
の
現
場
で
子
ど

も
達
と
関
わ
る
体
験
も
し
ま
し
た
。

　

元
気
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
達
が
相
手
の

仕
事
だ
け
に
、「
身
体
が
つ
い
て
い
か
な

か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
参
加
前
に

抱
い
て
い
た
不
安
。
け
れ
ど
も
、
３
日

間
の
日
程
を
終
え
て
得
た
の
は
、「
も
う

一
度
や
れ
る
」
と
い
う
自
信
で
し
た
。

　

２
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
を
経
て
、
再
び

戻
っ
て
き
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
。
子

ど
も
達
に
囲
ま
れ
る
と
、
あ
っ
と
い
う

間
に
昔
の
感
覚
に
戻
り
、
本
の
読
み
聞

か
せ
に
大
忙
し
。「
今
は
人
生
１
０
０
年

時
代
。
働
く
と
、
生
き
る
こ
と
に
ハ
リ

も
で
ま
す
ね
」

セ
ミ
ナ
ー
で
得
た
働
く
自
信

古
川 

久
美
子
さ
ん

参加者に
聞きました

『放課後児童
クラブ』って

なあに？

　例えるなら
、保育園の小

学生版です。
名称は

地域によって
異なり、「学童

」と呼ぶ市町
村もあ

ります。就労
、出産、長期

疾病等で保護
者が家

庭にいない児
童を預かる施

設で、小田原
市内で

はすべて小学
校内に設置さ

れています。

　市の臨時職
員として運営

にあたるスタ
ッフは

現在192人で
、平均年齢は

59.6歳（平成
31年2

月現在）。子育
てが一段落し

た主婦、定年
退職

された男性も
活躍している

そうです。仕
事内容

は、おやつの
仕度をし

たり、本を読
んであげた

り、外遊びに
付き合った

り……。保育
士や教員

の免許は必ず
しも必要

なく、子ども
好きであれ

ばきっと楽し
く働けるはず

です。

　小田原市教
育総務課放課

後子ども係の
深井

孝洋係長によ
ると、クラブ

を利用する児
童は

市内で1,700人
以上。少子化

でありながら
、利

用者は増加傾
向にあり「子

どもが好きで
意欲

のある方に、
多く応募して

いただきたい
」と

話していまし
た。

現
場
体
験
セ
ミ
ナ
ー

取
組
❸
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現場体験セミナー（農業編）
シニアがいま、耕作放棄で悩む現場で活躍しています！

さわやかな汗をかきながら、
農園事業の知識を身につけましょう！

 日時  平成31年 2月5日 ㈫　14時～16時

場所  市民交流センター UMECO  会議室4

内容    小田原ではみかん農園等の耕作放棄が進んでいます。その耕作放棄地

の現状と対応について、実際にシニアが活躍している事例を紹介。

 講師   青木 義隆氏（みかん農園経営）

 日時  2月17日 ㈰　9時～11時（8時45分早川駅集合）

場所  青葉農園他

 日時  2月24日 ㈰　9時～11時（8時45分早川駅集合）

場所  みかん体験農園（シニアネットワークおだわら＆あしがら運営）他

このよう
な

セミナー
を開催

しました

１日目

２日目

3日目

レモンの苗木の植樹体験や
地域の農産物直売所を見学

「耕作放棄地の現状と対応
～都市近郊のシニアの活躍事例～」

レモンの苗木の植樹体験や
各種柑橘類の品種比べ

参加者…25名

参加者…28名

参加者…30名

3日間の合計参加人数…40名

現
場
体
験
セ
ミ
ナ
ー

取
組
❸
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現
在
１
４
8
人
の
会
員
が
い
る
シ

ニ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
だ
わ
ら
＆
あ

し
が
ら
（
Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ａ
）。「
生
き
が
い
の

あ
る
、
元
気
で
健
康
的
な
生
活
を
送
っ

て
頂
く
た
め
の
『
居
場
所
（
活
動
の

場
）』
の
提
供
」
を
目
的
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
費
は
無
料
。
お
だ
わ
ら
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
に
集
ま
り

交
流
し
た
り
、
同
好
会
に
参
加
し
た

り
活
動
は
様
々
。
代
表
の
安
藤
和
幸

さ
ん
は
（
67
）
は
、「
家
か
ら
一
歩
出

る
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
」
と

い
い
ま
す
。

　

現
場
体
験
セ
ミ
ナ
ー
「
農
業
編
」
で

参
加
者
が
体
験
し
た
の
は
、
会
の
「
み

か
ん
農
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
活
動
。
耕

作
放
棄
さ
れ

た
畑
を
開
墾

し
て
約
40
本

の
柑
橘
の
世

話
を
し
て
い

ま
す
。
相
模

湾
を
眺
め
な

が
ら
、
下
草

を
刈
っ
た
り

肥
料
を
や
っ

た
り
、
毎
月

１
回
２
時
間

ほ
ど
汗
を
流

し
ま
す
。
秋

に
は
お
楽
し

み
の
収
穫
祭

も
。

　

安
藤
さ
ん

は
「
気
軽
に
マ
イ
ペ
ー
ス
で
参
加
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
。
皆
様
の

入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」
と
呼

び
か
け
ま
す
。

い
き
い
き
「
活
動
の
場
」

シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
だ
わ
ら
＆
あ
し
が
ら

代
表　

安
藤 

和
幸
さ
ん

参加者に
聞きました

み
か
ん
畑
で
苗
木
植
え
付
け
。

爽
や
か
な
汗
に
笑
顔

　

参
加
者
の
平
間
満
理
子
さ
ん
（
71
）

は
、
自
宅
の
庭
の
畑
で
た
ま
ね
ぎ
や

春
菊
、
枝
豆
な
ど
を
作
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
い
つ
も
図
書
館
で
野
菜
の

育
て
方
を
調
べ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

今
回
は
「
農
家
の
方
か
ら
話
が
聞
け

る
」
と
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
。
青
木
さ
ん

の
説
明
に
耳
を
傾
け
、「（
引
き
抜
い

た
）
雑
草
を
土
に
混
ぜ
て
埋
め
ち
ゃ

い
け
な
い
な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
目
を
丸
く
し
て
い
ま
し
た
。
昨

年
に
Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ａ
に
入
会
し
た
も
の
の
、

み
か
ん
作
り
は
収
穫
体
験
か
ら
だ
っ

た
そ
う
で
「
今
年
は
最
初
か
ら
参
加

し
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

太
田
順
介
さ
ん
（
72
）
も
、
野
菜

や
果
物
作
り
が
趣
味
。「
今
度
は
柑
橘

類
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た

か
ら
」
と
参
加
の
動
機
を
話
し
ま
す
。

穴
掘
り
は
思
い
の
ほ
か
大
変
だ
っ
た

そ
う
で
「
ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
ね
」
と
笑

み
を
見
せ
な
が
ら
、「
天
気
も
良
く
て

楽
し
か
っ
た
。
良
い
思
い
出
に
な
る
」

と
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

一
夜
城
に
向
か
う
上
り
坂
を
進
み
、

途
中
で
曲
が
っ
て
ほ
ど
な
く
す
る
と

現
場
の
農
園
に
到
着

で
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

１
日
目
の
講
義
で
小

田
原
市
の
耕
作
放
棄

地
の
現
状
等
を
学
び
、

２
・
３
日
目
は
早
川
地

区
の
農
園
で
農
業
体

験
を
し
ま
し
た
。
指

導
は
み
か
ん
農
園
を

経
営
す
る
青
木
義
隆

さ
ん
。

　

相
模
湾
を
一
望
す

る
畑
で
、
参
加
者
は

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

直
径
１
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
穴
を
掘
っ
た
り

土
に
肥
料
を
混
ぜ
込

ん
だ
り
。
１
週
間
後
に
は
、
苗
木
を

植
え
支
柱
を
立
て
て
作
業
は
完
了
。

皆
さ
ん
心
地
よ
い
汗
を
流
し
、
満
足

げ
な
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

現
場
体
験
セ
ミ
ナ
ー

取
組
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 日時  平成31年 1月16日 ㈬　13時30分～16時

場所  市民交流センター UMECO 会議室1・2

内容    小田原ちょうちんの製作工程を学び、地域の

小学生や観光客に小田原ちょうちんの作り方

を教える活動の紹介もしました。

 講師   小田原ちょうちん製作ボランティアの会

会長　井上 敦久氏

小田原ちょうちん製作体験

小田原の伝統工芸「小田原ちょうちん」を
知って・作って・伝えて！

このよう
な

セミナー
を開催

しました

参加人数…39名

▲骨組みをつくる台座の組立

小田原ちょうちんの

歴史や三徳とよば

れる３つの特徴を

紹介

完成！

▲

現
場
体
験
セ
ミ
ナ
ー

取
組
❸
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小
田
原
で
の
生
活
は
ま
だ
4
年
ほ

ど
。「
ち
ょ
う
ち
ん
作
り
を
き
っ
か
け
に
、

新
し
い
仲
間
を
作
り
た
い
で
す
ね
」
と

そ
ろ
っ
て
笑
顔
を
見
せ
る
茂
さ
ん
（
73
）

と
美
枝
子
さ
ん
（
72
）。

　

２
人
と
も
北
海
道
で
生
ま
れ
育
ち
、

結
婚
後
に
何
度
か
転
勤
も
あ
り
ま
し
た

が
い
ず
れ
も
道
内
で
し
た
。
茂
さ
ん
の

定
年
を
機
に
「
暖
か
い
と
こ
ろ
で
暮
ら

し
た
い
」
と
伊
豆
に
移
住
し
、
よ
り
生

活
が
便
利
な
小
田
原
に
引
っ
越
し
て
き

ま
し
た
。

　

〽
エ
ッ
サ 

エ
ッ
サ 
エ
ッ
サ
ホ
イ
サ
ッ

サ
―
。
童
謡
『
お
猿
の
か
ご
や
』
の
歌

詞
に
も
登
場
し
、
全
国
的
な
知
名
度
で

は
小
田
原
城
を
上
回
る
と
も
い
わ
れ
る

「
小
田
原
ち
ょ
う
ち
ん
」。
そ
の
伝
統
を

未
来
へ
繋
ご
う
と
活
動
し
て
い
る
の
が
、

小
田
原
ち
ょ
う
ち
ん
製
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
で
す
。

　

「
小
田
原
ち
ょ
う
ち
ん
夏
ま
つ
り
」
で

お
堀
に
飾
ら
れ
る
子
ど
も
達
の
手
作
り

ち
ょ
う
ち
ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
市

内
の
小
学
校
を
回
っ
て
児
童
に
作
り
方

を
指
導
し
た
力
作
ぞ
ろ
い
。
他
に
も
、

　

１
年
の
う
ち
１
０
０
日
は
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
に
乗
り
、
夫
婦
で
全
国
を
気

ま
ま
旅
。「
き
れ
い
な
景
色
を
見
た
り
、

現
地
の
食
材
で
料
理
を
し
た
り
、
い
ろ

い
ろ
な
人
と
出
会
っ
た
り
」。
そ
ん
な

楽
し
い
日
々
も
こ
こ
で
卒
業
だ
そ
う
で

す
。
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
茂
さ
ん
が
、「
今

は
問
題
な
い
け
れ
ど
、
慣
れ
な
い
土
地

や
長
距
離
の
運
転
は
、
歳
を
と
る
と
危

な
く
な
る
か
ら
ね
」
と
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
に
考

え
て
い
る
の
が
、地
域
を
知
る
こ
と
。「
二

宮
金
次
郎
が
小
田
原
出
身
と
い

う
こ
と
も
初
め
て
知
っ
た
」
と

茂
さ
ん
。
美
枝
子
さ
ん
は
「
セ

ミ
ナ
ー
で
は
親
切
に
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
道
具
が
な
い
と

作
れ
ま
せ
ん
ね
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に
も
興

味
を
持
っ
た
そ
う
で
「
小
学
校

に
教
え
に
行
く
の
は
楽
し
そ
う

で
す
ね
」
と
、
出
来
上
が
っ
た

ち
ょ
う
ち
ん
を
見
な
が
ら
２
人

で
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

な
り
わ
い
交
流
館
で
観
光
客
向
け
の
体

験
教
室
（
第
２
、
第
４
日
曜
日
）
を
開
い

た
り
、
修
学
旅
行
や
遠
足
で
訪
れ
た
子

ど
も
達
の
指
導
を
行
っ
た
り
。
思
い
出

と
一
緒
に
、
小
田
原
の
文
化
を
持
ち
帰
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

現
会
員
は
50
人
以
上
。「
指
導
す
る
」

と
い
っ
て
も
ほ
ぼ
全
員
が
未
経
験
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
、
入
会
後
に
作
り
方
を

学
び
ま
す
。

　

「
子
ど
も
達
に
会
う
の
は
楽
し
い
よ
」

と
目
を
細
め
る
井
上
敦
久
会
長
（
73
）。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
小
田
原
ち
ょ
う
ち
ん

の
由
来
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
内
容

を
説
明
。
続
い
て
「
仕
事
は
『
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
』
こ
と
も
多
い
け
れ
ど
、

こ
れ
か
ら
は
自
分
で
人
生
の
『
す
る
』
こ

と
を
選
び
ま
し
ょ
う
」
と
語
り
か
け
ま

し
た
。「
生
き
甲
斐
に
も
な
る
し
仲
間
も

で
き
る
。
関
心
の
あ
る
人
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
て
欲
し
い
で
す
ね
」。
〽
日

暮
れ
の
山
道
、
細
い
道
―
だ
け
で
な
く
、

伝
統
を
未
来
へ
繋
ぐ
道
も
ち
ょ
う
ち
ん

が
照
ら
し
ま
す
。

伝
統
を
子
ど
も
た
ち
へ

小
田
原
ち
ょ
う
ち
ん
製
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

井
上 

敦
久
さ
ん

シニアによる
担い手を求めて

います

新
し
い
仲
間
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に

目
時 

茂
さ
ん
・
美
枝
子
さ
ん

参加者に
聞きました

現
場
体
験
セ
ミ
ナ
ー

取
組
❸
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visit

働
き
な
が
ら
地
元
の
魅
力
も
Ｐ
Ｒ

伊
豆
箱
根
交
通
株
式
会
社 

小
田
原
営
業
所　

伊
藤 

忠
さ
ん

　

朝
夕
の
通
院
、
箱
根
や
湯
河
原
へ
の

観
光
―
―
。
伊
豆
箱
根
交
通
㈱
の
小

田
原
営
業
所
に
は
、
日
々
多
く
の
配
車

依
頼
が
あ
り
ま
す
。
進
む
高
齢
化
、
増

加
し
て
い
る
訪
日
外
国
人
観
光
客
に
よ

り
、
近
年
タ
ク
シ
ー
需
要
は
大
き
く
高

ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
せ
っ
か
く
業
界
に
追
い

風
が
吹
い
て
い
る
の
に
、「
乗
務
員
不

足
で
タ
ク
シ
ー
の
稼
働
率
は
下
が
っ
て

い
る
」
と
語
る
所
長
の
伊
藤
忠
さ
ん
。

仕
事
は
あ
る
の
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い

な
い
―
―
。
そ
ん
な
も
ど
か
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
の
打
開
策
と
し
て
期
待
さ
れ
る
の

が
シ
ニ
ア
の
力
。
静
岡
県
東
部
か
ら
神

奈
川
県
西
部
で
事
業
を
展
開
す
る
同
社

で
は
、
約
５
０
０
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の

半
数
が
60
歳
以
上
な
の
だ
と
か
。
定
年

後
の
再
就
職
先
と
し
て
働
く
人
も
少
な

く
な
い
の
で
す
。

　

乗
客
の
命
を
預
か
る
仕
事
ゆ
え
、「
健

康
」
は
働
く
う
え
で
の
絶
対
条
件
。
安

全
運
転
に
努
め
る
真
面
目
さ
も
求
め
ら

れ
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
自
由
度
の
高

さ
が
魅
力
の
仕
事
で
す
。
10
日
間
の
研

修
が
あ
り
、
土
地
勘
が
な
く
て
も
カ
ー

ナ
ビ
が
あ
る
の
で
未
経
験
者
も
心
配
無

用
。「
観
光
客
を
乗
せ
た
時
は
、
ガ
イ
ド

と
し
て
地
元
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
チ
ャ

ン
ス
。
外
国
人
客
に
は
語
学
力
も
生
か

せ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、『
お
客
様
は
ど

こ
に
い
る
か
な
？
』
と
勘
を
働
か
せ
る

の
も
楽
し
い
も
の
で
す
よ
」。
昼
間
だ

け
の
勤
務
、他
の
仕
事
と
並
行
す
る
「
ダ

ブ
ル
ワ
ー
ク
」
な
ど
、
融
通
を
利
か
せ

た
働
き
方
も
可
能
だ
そ
う
で
す
。

訪問した皆様に聞きました

シニア雇用に対する現状や希望を伺い、

シニア向けの仕事を発掘します。

平成30年度は、「小田原市の雇用に関する

アンケート調査」で記名回答した

約400社を中心に訪問を実施しました。

事
業
所
訪
問

取
組
❹
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「
年
齢
は
目
安
の
ひ
と
つ
」

株
式
会
社
大
相
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス　

難
波 

晃
さ
ん

忙
し
い
時
こ
そ
頼
れ
る
存
在

株
式
会
社
箱
根
エ
レ
カ
ー
サ　

魚
釣 

恵
梨
香
さ
ん

　

パ
ー
ト
を
含
め
た
従
業
員
数
は
70
～

80
人
、
そ
の
う
ち
「
65
歳
以
上
が
９
割

超
」
と
い
う
ま
さ
に
シ
ニ
ア
が
主
力
の

会
社
。
小
田
原
市
を
中
心
に
オ
フ
ィ
ス

の
日
常
清
掃
、
箱
根
エ
リ
ア
に
あ
る
ホ

テ
ル
の
客
室
清
掃
な
ど
を
請
け
負
っ
て

い
ま
す
。

　

業
界
は
、
数
年
前
か
ら
慢
性
的
な
人

手
不
足
。
難
波
晃
取
締
役
は
「
イ
メ
ー

ジ
で
、
特
に
若
い
人
に
敬
遠
さ
れ
が
ち

な
職
種
」
と
い
い
ま
す
。
一
方
で
、
訪

日
外
国
人
観
光
客
の
増
加
に
伴
う
ホ
テ

ル
関
係
の
需
要
を
含
め
、
仕
事
の
依
頼

　

バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
望
む
富
士
山
と
箱

根
強
羅
の
大
パ
ノ
ラ
マ
、
源
泉
か
け
流

し
の
温
泉
―
―
。
有
名
旅
行
サ
イ
ト
の

口
コ
ミ
ラ
ン
キ
ン
グ
（
箱
根
）
で
１
位

に
も
な
っ
た
「
箱
根
エ
レ
カ
ー
サ 

ホ
テ

ル
＆
ス
パ
」
は
、
ス
タ
ッ
フ
総
勢
９
人

の
少
数
精
鋭
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
２
人
が
60
歳
以
上
で
、
週
５
～

６
日
の
勤
務
。
総
務
部
の
魚
釣
恵
梨
香

さ
ん
は
、「
２
人
と
も
欠
か
せ
な
い
戦

力
で
す
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。

　

ひ
と
り
は
、
高
級
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

に
長
年
務
め
て
い
た
ベ
テ
ラ
ン
。
フ
ロ

は
ひ
っ
き
り
な
し
。「
仕
事
が
あ
る
の

に
受
け
ら
れ
な
い
」。
そ
ん
な
悩
ま
し

い
状
況
の
解
決
に
欠
か
せ
な
い
の
が
シ

ニ
ア
世
代
の
活
躍
と
い
う
訳
で
す
。

　

作
業
時
間
は
、
オ
フ
ィ
ス
は
始
業
前

か
ら
数
時
間
、
ホ
テ
ル
で
は
チ
ェ
ッ
ク

ア
ウ
ト
か
ら
次
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
ま
で

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時
ご
ろ
が
中

心
。
掃
除
機
を
か
け
た
り
ト
イ
レ
を
掃

除
し
た
り
、
ホ
テ
ル
で
は
浴
室
清
掃
や

ベ
ッ
ド
メ
イ
ク
ま
で
、
仕
上
が
り
は
も

ち
ろ
ん
時
間
内
に
終
え
る
手
際
よ
さ
も

ポ
イ
ン
ト
と
の
こ
と
。

　

「
70
歳
以
上
で
も
元
気
に
働
い
て
い

る
方
は
大
勢
い
ま
す
。
年
齢
は
あ
く
ま

で
目
安
の
ひ
と
つ
」
と
い
う
難
波
さ
ん
。

勤
務
日
数
や
労
働
時
間
な
ど
要
望
に
柔

軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
今
後
も
積
極
的

に
シ
ニ
ア
を
採
用
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　

小
田
原
市
の
シ
ニ
ア
バ
ン
ク
に
も
登

録
済
み
で
、「
企
業
に
と
っ
て
も
働
き

手
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
周

知
が
進
め
ば
も
っ
と
利
用
し
や
す
く
な

る
の
で
は
」
と
期
待
を
込
め
て
い
ま
す
。

ン
ト
業
務
や
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
、

送
迎
車
の
運
転
ほ
か
様
々
な
役
割
を
担

当
。
も
う
ひ
と
り
は
調
理
補
助
と
し
て
、

イ
タ
リ
ア
料
理
に
腕
を
振
る
う
シ
ェ
フ

や
ス
タ
ッ
フ
を
厨
房
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
い
つ
も
精
力
的
に
働
い
て
い

る
２
人
で
す
が
、「
休
憩
を
取
っ
て
い
た

だ
い
た
り
、
仕
事
が
落
ち
着
い
た
ら
早

く
帰
っ
て
も
ら
っ
た
り
」
と
、
職
場
全

体
で
気
を
配
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

「
忙
し
い
と
、
私
た
ち
は
つ
い
せ
か
せ

4

4

4

か4

し
て
し
ま
う
」
と
魚
釣
さ
ん
。
そ
ん

な
時
、
２
人
の
良
い
意
味
で
マ
イ
ペ
ー

ス
な
仕
事
ぶ
り
に
、「
落
ち
着
か
な
け

れ
ば
」
と
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

そ
う
で
す
。「
当
ホ
テ
ル
は
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
場

所
。
あ
る
意
味
、
理
想
の
接
客
で
す
ね
」

　

ナ
イ
ト
フ
ロ
ン
ト
の
ス
タ
ッ
フ
や
紅

葉
シ
ー
ズ
ン
の
落
葉
掃
除
な
ど
、
シ
ニ

ア
に
活
躍
し
て
欲
し
い
仕
事
は
ま
だ
ま

だ
あ
る
と
の
こ
と
。
人
気
ホ
テ
ル
の
お

も
て
な
し
は
、
豊
富
な
人
生
経
験
が
隠

れ
た
エ
ッ
セ
ン
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

visit

事
業
所
訪
問

取
組
❹

㈱大相ビルサービス外観

スタッフ一同
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Profile

㈱リクルートジョブズ

ジョブズリサーチセンター

センター長　宇佐川 邦子

リクルートグループ入社後、一貫し

て求人領域を担当。2014年4月よ

り現職。各々の業界の特色を踏まえ、

求人・採用活動、人材育成・定着、

さらに定着促進のための従業員満足

のメカニズム等、「雇用に関する課

題とその解決に向けた新たな取り組み」をテーマに講演・提言

を行う。

 日時  平成30年 10月29日 ㈪　14時～16時

場所  小田原箱根商工会議所 大ホール

内容   シニアの活躍 × 働き方改革

 講師   老舗旅館「元湯陣屋」　宮𥔎 知子氏

シニア雇用の達人
「2Days セミナー」

シニアの力を活かした会社の成功事例や、シニアを雇用した際に
もらえる助成金などの制度的なメリットを紹介 

１日目

２日目

Profile

宮﨑 知子（元湯 陣屋　代表取締役 女将）

昭和女子大学文学部卒業。卒業後メー

カー系リース会社にて営業職に7年間従

事し、結婚を機に退職。サービス業未経

験のまま2人目の出産2ヶ月後の2009

年10月に、倒産の危機にあった鶴巻温

泉元湯陣屋の女将に就任。夫・宮﨑富夫

氏とともに業務改善のため、クラウド型

ホテルシステム「陣屋コネクト」を独自

開発し、ICTを活用したデータ分析とお

もてなし向上を実現。2012年に「陣屋コネクト」を同業他社にむけ

てライセンス販売を開始。3年間で旅館を再生、8年間で売上2倍、税

引前当期利益30%を達成し、2014年に従業員満足度向上の為週休2

日を導入。翌年には有給休暇完全消化、2016年より定休日を3日間

とし、宿泊は木曜から日曜としている。

2018年6月現在、「陣屋コネクト」は全国300施設が導入。「旅館を

憧れの職業に」をグループビジョンに掲げ、陣屋コネクトユーザー同

士が互いに協力しあう「陣屋EXPO」事業で、資本関係のない緩やか

な連携を目指す。

2012年CRMベストプラクティス賞受賞（CRM協議会）

2015年 攻めのIT経営中小企業百選 選定（経済産業省）＊宿泊業では

唯一

2018年 はばたく中小企業・小規模事業者300社　選定（中小企業庁）

このよう
な

セミナー
を開催

しました

旅館経営を「IT」と「シニア」の力で変革する

 「元湯陣屋」の成功事例を紹介 

参加者…29名

参加者…27名

参加者…27名

 日時  平成30年 11月8日 ㈭　14時～14時30分

場所  小田原箱根商工会議所 大ホール  

内容   シニアの就労環境と雇用に関する制度紹介

 講師   ハローワーク小田原　関口 勝弘氏

【第一部】 

求人・求職の状況や、シニアを雇い入れる

事業者に対する助成金などを紹介

 日時  平成30年 11月8日 ㈭　14時30分～16時 

内容    シニア雇用に対する課題とその解決に向けた新

たな取組

 講師   株式会社リクルートジョブズ　宇佐川 邦子氏

【第二部】 

シニアの力を上手く活用している企業の事例を

示し、新たな雇用のかたちを提案

2日間の合計参加人数…46名

事
業
主
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

取
組
❺
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具
体
的
事
例
に
感
心

株
式
会
社
小
田
原
百
貨
店 

管
理
本
部　

菊
川 

哲
郎
さ
ん

　

レ
ジ
打
ち
、
商
品
陳
列
、
惣
菜
調
理

な
ど
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
運
営

に
は
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
力
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　

セ
ミ
ナ
ー
会
場
で
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
た
の
は
、
県
西
エ
リ
ア
で
９
店
舗

を
展
開
す
る
㈱
小
田
原
百
貨
店
・
管
理

本
部
副
部
長
の
菊
川
哲
郎
さ
ん
。
少
子

化
に
よ
る
ア
ル
バ
イ
ト
不
足
な
ど
も
背

景
に
、「
今
後
さ
ら
に
重
要
に
な
る
『
シ

ニ
ア
世
代
の
雇
用
』
の
現
状
を
知
り
た

い
」
と
参
加
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
老
舗
旅
館
が
Ｉ
Ｔ

　

小
田
原
市
内
で
福
祉
施
設
を
運
営
す

る
髙
橋
直
美
さ
ん
（
75
）
は
、
知
人
の

紹
介
で
「
シ
ニ
ア
雇
用
の
達
人　

２
Ｄ

ａ
ｙ
ｓ
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
。
シ
ニ
ア

の
採
用
に
よ
り
成
功
し
て
い
る
企
業
の

実
例
を
聞
き
、「
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
は
間
違
い
で
な
か
っ
た
」
と
再
認
識

を
活
用
し
て
経
営
改
善
を
果
た
し
た
こ

と
、
と
り
わ
け
現
場
で
シ
ニ
ア
世
代
の

ス
タ
ッ
フ
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
い

こ
な
し
て
い
る
と
い
う
事
例
に
感
心
し

た
様
子
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
、

商
品
発
注
や
品
質
管
理
な
ど
様
々
な
場

面
で
電
子
機
器
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、「
機
械
は
苦
手
」
と
初
め
か
ら
避
け

る
人
が
多
い
そ
う
で
す
。
菊
川
さ
ん
も

「
年
配
の
人
に
は
難
し
い
か
な
」
と
先
入

観
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、「
使
い
方

を
丁
寧
に
説
明
す
れ
ば
、
使
っ
て
も
ら

え
る
」
と
考
え
を
改
め
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
シ
ニ
ア
に
一
歩
踏
み
出

て
も
ら
う
た
め
の
求
人
募
集
の
出
し

方
、
活
用
で
き
る
補
助
金
制
度
な
ど
、

実
践
的
で
役
立
つ
内
容
だ
っ
た
と
２
日

間
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

社
会
の
変
化
と
と
も
に
、
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
も
変
わ
り
ま
す
。
シ
ニ
ア
視

点
か
ら
の
惣
菜
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
な
ど

「
豊
富
な
経
験
と
知
識
を
お
借
り
し
て
、

魅
力
あ
る
店
舗
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

し
た
そ
う
で
す
。

　

働
き
手
が
集
ま
り
に
く
い
福
祉
業
界

で
、
積
極
的
に
シ
ニ
ア
を
採
用
し
て
き

た
髙
橋
さ
ん
。「
人
生
経
験
豊
富
な
シ

ニ
ア
の
方
は
人
付
き
合
い
に
余
裕
が
あ

り
、
障
害
者
と
の
接
し
方
も
上
手
。
そ

れ
が
生
き
て
き
た
年
月
な
の
だ
ろ
う
な

と
思
う
」。
ま
た
、「
人
の
た
め
に
働
き

た
い
」「
社
会
の
役
に
立
ち
た
い
」
と

い
う
思
い
を
強
く
抱
い
て
い
る
人
が
多

く
、
そ
ん
な
姿
勢
は
同
僚
の
若
手
職
員

に
も
良
い
刺
激
を
与
え
て
い
る
そ
う
で

す
。「
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
混
在
す
る

こ
と
で
職
場
が
活
性
化
す
る
。
シ
ニ
ア

の
雇
用
で
良
い
影
響
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
よ
」

　

別
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
こ
と
を

機
に
、
髙
橋
さ
ん
の
も
と
で
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
に
勤
務
す
る
藤
田
ナ
オ
ヨ
さ
ん

（
68
）。
短
時
間
勤
務
な
が
ら
も
出
勤

は
午
前
６
時
と
朝
早
い
で
す
が
、「
生

活
に
メ
リ
ハ
リ
が
で
て
、
時
間
の
使
い

方
が
上
手
に
な
る
。
や
っ
ぱ
り
働
く
こ

と
っ
て
楽
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
雇
用
で
職
場
活
性
化

Ｎ
Ｐ
О
法
人
お
だ
わ
ら
虹
の
会　

髙
橋 

直
美
さ
ん

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
勤
務　

藤
田 

ナ
オ
ヨ
さ
ん

セミナー
参加者に

聞きました

髙橋さん 藤田さん

セミナー
参加者に

聞きました

事
業
主
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

取
組
❺
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←小田原 国府津→JR東海道線

←小田原 国府津→国道1号線

酒匂神社

シルバー人材センター

鴨宮駅

酒匂中学川
匂
酒 富士見小学校豪気

杏林堂クリニック↓西湘バイパス

西湘高校ヨークマート

南口

セブンイレブン

小田原大橋 印刷局→

セブンイレブン

マクドナルド

お気軽にご相談ください

・シニアの皆さまの就労に関すること

・事業者の皆さまのシニア雇用に関すること

　セカンドライフでも活躍したいシニアやシニアの力を必要とする事業者を

対象に、相談員が双方のご希望をお伺いし、マッチングのお手伝いをします。

セカンドライフ応援窓口

小田原駅西口、小田急線足柄駅、

大雄山線井細田駅から徒歩15分、

または、伊豆箱根バス「市役所前」、

「市役所南口」から徒歩1分

アクセス

☎︎0465-49-2333
［平日］10時〜16時

「小田原市シルバー人材センター」生きがいふれあいセンターいそしぎ内

JR鴨宮駅南口から徒歩15分、また

は箱根登山バス「保健センター入

口」から徒歩5分

アクセス

セカンドライフ応援窓口　寺内 征一さん

　真摯に耳を傾けること。気軽に話してもらえるような会話のリードも

大切ですね――という寺内さん（73）。日本とアメリカを拠点に航空業界

で活躍したビジネスマンです。

　相談内容の大半は、仕事を求めるものですが、「今までの経験を生かし

たい」「職種にこだわらないが社会の役に立ちたい」など要望は人それぞれ。

　自身もシルバー人材センターの会員。「相談に乗ってあげる」ではなく

「一緒に考えましょう」という姿勢を心がけているそうです。

「小田原市役所」2階市民ロビー

☎︎080-4569-4583
［平日］10時〜16時

けやき通り

市役所

西口

国道255

JR東
海
道
線

←早川

鴨
宮
→

小田原

市立病院

警察署

合同庁舎

税務署

市役所南口
市役所前

小田原駅

小田急線

大雄山線

足
柄
駅

井
細
田
駅

予約不
要

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
応
援
窓
口

取
組
❻

寺内さん 山田さん 武井さん 金子さん
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シニアバンク
　小田原市ではシニア世代になっても元気に活動を続け、地域の元気・活力につなが

るような生き方をしていただくことを目的として、「シニア」と「活動」をつなぐ「プラッ

トフォーム」となる、「シニアバンク」を立ち上げました。

シニアバンクとは

　「元気・活力のあるシニア世代」と「活躍の場・いきがいづくりの場」を恒常的にマッチングす

る登録制度です。「シニアバンク」の登録を希望する方は、「担い手が不足するコト登録申込書」（求

人用）または「活躍の場を求めるヒト登録申込書」（シニアの方）をご提出ください。

　小田原市生涯現役推進協議会では、市の「シニアバンク」と連携して、

マッチングを推進しています。

シニアバンクのイメージ図

地域貢献・社会参画

○ 活躍の場を求めている元気

のあるシニア

○ 豊富な知識、技術又は経験

を有するシニア

　市内の各地域の行事、市の

事業又は民間事業者の事業な

どで、これを担う者が不足す

ること（シニアの活躍・活動・

交流の場となるようなこと）

「活躍の場を求めるヒト」 「マッチングの場」

登録 登録

情報提供 情報提供

マッチング マッチング

「担い手が不足するコト」

個人 団体

地域

行政 民間

シ
ニ
ア
バ
ン
ク

お問合せ

お申込み

小田原市生涯現役推進協議会事務局（小田原市役所企画政策課内）

〒250-8555　神奈川県小田原市荻窪300番地　☎0465-33-1318

セカンドライフ応援窓口「小田原市役所２階市民ロビー」

☎080-4569-4583　［平日］10時〜16時

気の合うシニアの

仲間を見つけたい

自分に合った活動を

見つけたい

つなぐ

シニア 活動

小田原市

の取組
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シ
ニ
ア
の
活
躍
事
例
を
ご
紹
介

　
既
に
活
躍
し
て
い
る
シ
ニ
ア
や
、

シ
ニ
ア
雇
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
者
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。



「
忙
し
い
の
は
イ
イ
ネ
」

株
式
会
社
シ
ャ
ン
グ
ラ
ー
ス
「
丼
万
次
郎
」
調
理
補
助

斉
藤 

猛
さ
ん

即
戦
力
の
シ
ニ
ア
に
期
待
大

株
式
会
社
シ
ャ
ン
グ
ラ
ー
ス　

鍵
和
田 

真
也
さ
ん

　

「
地
魚
漬
丼
」「
天
ぷ
ら
定
食
」
、
次
々

と
オ
ー
ダ
ー
を
告
げ
る
声
が
響
く
厨

房
で
、
出
刃
包
丁
で
ス
ッ
ス
ッ
と
魚

の
皮
を
引
く
斉
藤
猛
さ
ん
（
79
）
。「
ヒ

マ
な
こ
と
ほ
ど
ツ
ラ
い
こ
と
は
な
い
。

忙
し
い
現
場
で
働
く
の
は
イ
イ
ね
」

　

中
学
卒
業
後
、
就
職
の
た
め
山
形

県
か
ら
上
京
。
鉄
工
所
に
10
年
ほ
ど

勤
め
て
か
ら
、
飲
食
店
を
経
営
す
る

親
戚
に
誘
わ
れ
寿
司
職
人
の
道
へ
。

40
歳
過
ぎ
に
、
横
浜
市
郊
外
の
駅
前

に
店
を
構
え
ま
し
た
。
「
ヒ
マ
な
こ
と

ほ
ど
―
―
」
の
言
葉
に
は
、
経
営
を

軌
道
に
乗
せ
よ
う
と
必
死
で
頑
張
っ

て
い
た
開
店
当
時
の
思
い
が
込
め
ら

　

「
人
手
不
足
と
い
う
わ
け
で
は
な

か
っ
た
ん
で
す
」
―
―
。
そ
う
語
る

の
は
、
小
田
原
市
内
で
飲
食
店
を
経

営
す
る
鍵
和
田
真
也
さ
ん
。
市
の
シ

ニ
ア
バ
ン
ク
に
登
録
し
た
の
は
、
「
雇

用
の
機
会
創
出
も
地
域
貢
献
」
と
考

え
た
か
ら
で
し
た
。

　

事
実
、
こ
れ
ま
で
も
従
業
員
と
し

て
シ
ニ
ア
を
積
極
的
に
採
用
し
て
い

る
同
社
。
調
理
師
は
長
年
の
経
験
が

も
の
を
い
う
側
面
も
あ
る
た
め
、
飲

食
店
は
シ
ニ
ア
が
活
躍
し
や
す
い
職

場
の
ひ
と
つ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
シ
ニ
ア
バ
ン
ク
を
通
じ
て

出
会
っ
た
斉
藤
猛
さ
ん
の
採
用
理
由

れ
て
い
ま
す
。

　

４
歳
下
の
妻
・
八
州
子
さ
ん
と
ず
っ

と
二
人
三
脚
。
自
宅
の
あ
る
小
田
原

か
ら
通
い
、
駅
前
の
繁
盛
店
を
切
り

盛
り
し
ま
し
た
。
週
の
休
み
は
１
日

だ
け
。
「
そ
ろ
そ
ろ
（
妻
に
）
ゆ
っ
く

り
し
て
欲
し
い
」
と
、
昨
年
常
連
客

に
惜
し
ま
れ
つ
つ
店
を
閉
め
ま
し
た
。

　

猛
さ
ん
は
小
田
原
で
「
技
術
を
活

か
せ
る
職
場
」
を
探
し
ま
し
た
が
年

齢
が
ネ
ッ
ク
に
。
そ
ん
な
中
、
八
州

子
さ
ん
が
シ
ニ
ア
バ
ン
ク
に
登
録
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、「
丼
万
次
郎
」

で
の
仕
事
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

仕
事
は
週
４
日
ほ
ど
の
「
ち
ょ
う

ど
良
い
ペ
ー
ス
」
。
休
み
の
日
は
海
、

川
、
渓
流
と
釣
り
三
昧
。
テ
グ
ス
に

釣
り
針
を
付
け
る
の
も
難
な
く
こ
な

し
、
「
ま
だ
ま
だ
手
先
は
器
用
だ
よ
」

と
誇
ら
し
げ
。
厨
房
で
白
い
前
掛
け

の
紐
を
結
ぶ
と
、
自
然
に
背
筋
が
伸

び
ま
す
。
「
体
を
動
か
し
て
い
ら
れ
る

の
は
幸
せ
」
。
眉
間
に
刻
ま
れ
た
シ
ワ

が
、
優
し
く
緩
み
ま
す
。

は
「
性
格
の
丸
さ
」
。
調
理
師
の
な
か

に
は
職
人
気
質
で
頑
固
者
も
多
い
そ

う
で
す
が
、
「
年
長
者
な
ら
で
は
の
穏

や
か
さ
、
包
容
力
」
が
魅
力
的
に
映
っ

た
の
だ
と
か
。

　

実
際
に
調
理
場
に
立
っ
て
も
、
コ

ツ
が
必
要
な
ア
ジ
の
皮
引
き
作
業
は

ベ
テ
ラ
ン
な
ら
で
は
の
素
早
さ
で
、

食
材
に
対
す
る
知
識
も
豊
富
な
ど
、

そ
の
働
き
ぶ
り
は
期
待
ど
お
り
。
店

が
混
雑
し
て
く
る
と
皿
洗
い
に
も
積

極
的
に
参
加
す
る
柔
軟
さ
や
視
野
の

広
さ
も
あ
り
、
調
理
場
内
の
作
業
が

効
率
化
さ
れ
た
お
か
げ
で
、
「
ラ
ン
チ

タ
イ
ム
後
に
し
っ
か
り
と
休
憩
時
間

を
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と

鍵
和
田
さ
ん
は
嬉
し
そ
う
で
す
。

　

シ
ニ
ア
に
絶
大
な
信
頼
を
寄
せ
る

鍵
和
田
さ
ん
は
、
「
い
く
つ
に
な
っ
た

ら
『
年
寄
り
』
と
い
う
の
で
は
な
く
、

本
人
の
考
え
方
次
第
。
少
な
く
と
も

私
は
、
そ
の
道
で
ず
っ
と
一
生
懸
命

や
っ
て
き
た
人
の
方
が
一
緒
に
働
き

や
す
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

matching

事
例
紹
介

21



　

明
る
く
開
放
的
な

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
は
受
付

ス
タ
ッ
フ
と
セ
ー
ル
ス

担
当
者
、
併
設
の
サ
ー

ビ
ス
工
場
に
は
熟
練
の

整
備
士
―
―
。
外
国
車

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン

を
取
り
扱
う
「
フ
ァ
ー
レ

ン
小
田
原
」
の
ス
タ
ッ
フ

は
総
勢
約
40
人
。
鈴
木

輝
元
社
長
の
掲
げ
る
「
人

と
車
と
環
境
が
心
豊
か

に
共
存
す
る
社
会
の
実

現
」
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
責
任
を
果
た
し
ま

す
。「
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
は
、
役
割

分
担
が
大
切
」。
洗
車
を

担
当
す
る
シ
ニ
ア
世
代

の
ス
タ
ッ
フ
も
、
そ
の
一

端
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

経
営
者
と
し
て
、
常

に
頭
の
中
に
あ
る
の
は

「
社
会
情
勢
の
変
化
に
対

し
、
未
来
に
（
会
社
が
）

ど
う
あ
る
べ
き
か
」。
年

齢
に
関
わ
ら
ず
活
躍
で

き
る
職
場
で
あ
る
こ
と

も
、
そ
の
答
え
の
ひ
と

つ
。「
人
生
経
験
を
重
ね

た
方
と
一
緒
に
働
く
こ

と
は
、
他
の
ス
タ
ッ
フ

の
人
間
的
な
成
長
に
も

つ
な
が
る
」
と
い
い
ま

す
。「
体
を
動
か
し
な
が

ら
健
康
的
に
、
楽
し
く

働
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

愚
痴
や
弱
音
も
聞
き
ま

す
よ
」

「
社
会
の
変
化
に
ど
う
あ
る
べ
き
か
」

株
式
会
社
フ
ァ
ー
レ
ン
小
田
原 

代
表
取
締
役
社
長

鈴
木 

輝
元
さ
ん

気
配
り
で
ピ
カ
ピ
カ
に

株
式
会
社
フ
ァ
ー
レ
ン
小
田
原
勤
務

三
浦 

満
さ
ん

matching

　

小
田
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

主
な
活
動
は
、「
健
康
な
シ
ニ
ア
会
員
の
就

業
の
サ
ポ
ー
ト
」
で
す
。
会
員
の
対
象
は
、

小
田
原
市
在
住
で
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
60
歳
以
上
。
９
８
０
人
以
上
が
会
員
登

録
し
て
お
り
、
平
均
年
齢
は
73
歳
、
最
高

齢
は
94
歳
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
、
行
政
や
民
間
企
業
な

ど
か
ら
仕
事
の
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

商
業
施
設
の
カ
ー
ト
整
理
、
草
刈
り
、
事

務
所
の
清
掃
、
駐
車
場
の
管
理
、
毛
筆
筆

耕
な
ど
特
技
を
生
か
し
た
仕
事
も
。
そ
の

数
は
１
カ
月
で
約
１
２
０
社
。
会
員
は
「
月

10
日
以
内
、
週
20
時
間
以
内
」
の
範
囲
で
、

　

「
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ

な
い
性
格
だ
か
ら
」
。
照

れ
笑
い
を
浮
か
べ
な
が

ら
も
、
ボ
デ
ィ
ー
の
水

滴
を
丁
寧
に
拭
く
手
を

動
か
し
続
け
ま
す
。

　

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
裏
の

作
業
場
で
、
つ
な
ぎ
と
長

靴
に
身
を
包
む
三
浦
満

さ
ん
（
71
）
。
以
前
は
都

内
の
ハ
イ
ヤ
ー
会
社
に

企
業
役
員
の
送
迎
で
40

年
間
勤
め
て
い
ま
し
た
。

快
適
な
移
動
時
間
を
提

供
す
る
た
め
１
日
に
何

回
も
車
を
磨
い
た
そ
う

で
す
。

　

「
お
願
い
し
ま
す
」
と

い
う
ス
タ
ッ
フ
の
声
で

作
業
開
始
。
シ
ャ
ン
プ
ー

洗
い
、
拭
き
上
げ
、
車

内
清
掃
ま
で
１
台
あ

た
り
約
40
分
。
た
だ
し

来
店
の
目
的
に
よ
っ
て

は
、
お
客
様
の
滞
在
時

間
が
短
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
「
お
客
様
の
ペ
ー

ス
を
考
え
、
お
待
た
せ

し
な
い
よ
う
に
仕
上
げ

ま
す
」
。
そ
ん
な
細
や
か

な
気
配
り
は
豊
富
な
経

験
の
た
ま
も
の
。「
運
転

席
に
座
っ
て
、
き
れ
い

に
な
っ
た
な
と
感
じ
て

い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い

で
す
ね
」
。
ピ
カ
ピ
カ
に

な
っ
た
ボ
デ
ィ
ー
か
ら

反
射
す
る
光
が
、
笑
顔

を
照
ら
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
登
録
し
て
新
た
な
活
躍

の
場
を
見
つ
け
た
人
も
い

ま
す
。

シ
ニ
ア
の
就
業
を
サ
ポ
ー
ト

公
益
社
団
法
人
小
田
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

顧
問　

安
川 

具
子
さ
ん

事
例
紹
介
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matching

　

シ
ニ
ア
世
代
の
ス

タ
ッ
フ
は
13
人
と
、
採

用
は
積
極
的
で
す
。「
誰

だ
っ
て
年
齢
を
重
ね
る
も

の
。
む
し
ろ
社
会
経
験
を

積
ま
れ
た
方
々
だ
か
ら
、

で
き
る
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
」
と
い
う
の
が
、
赤

司
正
仁
店
長
（
56
）
の
持

論
で
す
。
シ
ニ
ア
世
代
ス

タ
ッ
フ
の
業
務
は
、
カ
ー

ト
の
回
収
や
レ
ジ
の
ご

み
回
収
と
い
っ
た
作
業

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

広
い
店
内
や
駐
車
場
で

声
を
掛
け
ら
れ
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
。「
忘
れ
物

し
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
ど
」

「
車
を
ど
こ
に
停
め
た
の

か
な
…
」。
小
さ
な
事
に

も
清
々
し
く
応
じ
て
く

れ
る
人
材
と
し
て
、
シ
ニ

ア
世
代
は
適
材
適
所
な
の

で
す
。「
露
木
さ
ん
は
本

　

小
田
原
ダ
イ
ナ
シ
テ
ィ

の
中
に
あ
る
大
手
ス
ー

パ
ー
。
夕
刻
の
賑
わ
い
の

中
で
、
露
木
重
雄
さ
ん

（
74
）
が
手
際
よ
く
買
い

物
カ
ー
ト
を
ま
と
め
て
い

ま
し
た
。
露
木
さ
ん
は
若

い
頃
は
製
造
業
の
工
場
ラ

イ
ン
で
働
き
、
そ
の
後
は

総
務
畑
で
安
全
や
衛
生
向

上
を
担
当
。
定
年
後
に
職

場
の
先
輩
だ
っ
た
人
か
ら

「
い
ろ
ん
な
種
類
の
仕
事
が

あ
る
」
と

勧

め

ら

れ
、
シ
ニ

ア
人
材
と

し
て
登
録

し
た
そ
う

で
す
。「
ど

ん

な

仕

事
で
も
い

い
、
こ
だ

わ
ら
ず
に

請
負
・
委
任
ま
た
は
シ
ル
バ
ー
派
遣
労
働

者
と
し
て
就
業
し
、
も
ち
ろ
ん
賃
金
も
支

払
わ
れ
ま
す
。

　

前
理
事
長
で
現
在
顧
問
を
務
め
る
安
川

具と
も

子
さ
ん
（
82
）
は
、「
仕
事
に
真
面
目
で

丁
寧
。
親
し
み
や
す
い
人
柄
の
方
も
多
い

で
す
よ
」
と
企
業
等
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
。
会
員

も
随
時
募
集
中
で
、「
入
会
説
明
会
」
を
毎

月
第
３
火
曜
日
に
小
田
原
市
生
き
が
い
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
そ
し
ぎ
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
就
業
と
は
別
に
会
員
向
け
の
「
シ

ル
バ
ー
体
操
」「
英
会
話
教
室
」「
パ
ソ
コ

ン
教
室
」
等
も
開
催
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
新
し
い
仲
間
も
で
き
ま
す
。『
明
日
も
仕

事
が
あ
る
』、
そ
ん
な
喜
び
を
感
じ
て
い
た

だ
き
た
い
。
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

シ
ニ
ア
世
代
は
、
経
験
と
ア
イ
デ
ア
の
宝
庫

株
式
会
社
ヤ
オ
コ
ー 

小
田
原
ダ
イ
ナ
シ
テ
ィ
店 

店
長

赤
司 

正
仁
さ
ん

考
え
る
仕
事
、
い
い
運
動
に
も

株
式
会
社
ヤ
オ
コ
ー 

小
田
原
ダ
イ
ナ
シ
テ
ィ
店
勤
務

露
木 

重
雄
さ
ん

や
ろ
う
」
と
心
に
決
め
て

面
接
、
そ
し
て
週
2
～
3

回
、
月
10
日
ほ
ど
店
に
通

う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

広
い
店
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト

を
覚
え
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
今
で
は
歩
く
事
が
い

い
運
動
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
平
日
や
休
日
、
そ

の
日
の
天
気
に
よ
っ
て
も

カ
ー
ト
の
回
収
ル
ー
ト
や

量
が
変
わ
る
た
め
、
ど
う

し
た
ら
効
率
的
に
動
け
る

の
か
も
考
え
る
日
々
…
そ

う
語
る
横
顔
に
、
大
変
さ

は
微
塵
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
仕
事
を
す
る
の
は
自
分

の
た
め
な
ん
で
す
。
社
会

の
役
に
立
て
る
ん
だ
か
ら
」

と
嬉
し
そ
う
。
年
齢
を
感

じ
さ
せ
な
い
、
テ
キ
パ
キ

し
た
動
き
と
笑
顔
が
、
明

る
い
店
内
に
活
気
を
加
え

て
い
ま
す
。

当
に
よ
く
や
っ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
」
と
赤
司
店
長
も

太
鼓
判
。
同
店
で
は
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
定
期
的
に

開
き
、
シ
ニ
ア
視
点
の
意

見
を
聴
く
そ
う
で
す
。
業

務
改
善
に
つ
な
げ
る
も

の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
用
の
ノ
ー
ト
も
あ

り
、
意
見
が
し
や
す
い
。

同
店
は
年
配
の
お
客
様
が

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ト
を
押

し
て
来
店
す
る
こ
と
も
多

い
た
め
、

駐
車
場

各
階
に

カ
ー
ト

を
配
置

す
る
と

い
っ
た
ア

イ
デ
ア

も
生
ま

れ
た
そ

う
で
す
。

山田浩樹次長（左）と顧問の安川さん（右）

赤司さん(左)と露木さん(右)
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ス
ナ
ッ
ク
の
マ
マ
は
名
奉
行

会
社
勤
め
よ
り
良
い
関
係
か
も
?!

社
会
福
祉
法
人 

小
田
原
福
祉
会 

潤
生
園
お
出
か
け
サ
ポ
ー
ト　

清
水 

三
美
子
さ
ん
×
鈴
木 

淑
江
さ
ん

残
る
財
産
が
あ
り
、
働
い
て
い
ま
す
。
決

し
て
給
料
が
多
い
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
「
福
祉
の
仕
事
と
は
な
い
も
の
を
つ
く

る
こ
と
」（
清
水
さ
ん
）
。
人
の
困
っ
て
い
る

こ
と
を
助
け
、
「
あ
り
が
と
う
っ
て
言
わ
れ

た
ら
や
め
ら
れ
な
い
わ
よ
」
と
う
れ
し
そ
う

に
笑
い
ま
す
。

　

こ
の
仕
事
に
求
め
る
人
材
を
清
水
さ
ん

に
問
う
と
「
マ
ル
チ
な
人
」
。
仕
事
で
も
、

人
生
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
て
き

た
人
は
、
利
用
者
と
の
会
話
が
弾
み
、
同

僚
と
も
い
い
関
係
が
築
け
る
と
い
い
ま
す
。

そ
ん
な
清
水
さ
ん
は
こ
ん
な
事
も
言
い
ま

す
。
「
私
、
『
シ
ニ
ア
』
っ
て
言
葉
が
嫌
い

な
ん
で
す
。
使
っ
て
い
る
人
は
無
神
経
。

年
齢
が
高
く
て
も
優
秀
な
人
は
い
っ
ぱ
い

い
る
。
こ
こ
に
い
る
人
は
『
シ
ニ
ア
』
が
多

い
け
ど
、
み
ん
な
優
秀
で
、
機
転
が
利
い

て
、
素
晴
ら
し
い
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。

年
齢
で
一
括
り
に
す
る
こ
の
言
葉
は
、
偏

見
を
生
む
の
。
偏
見
は
生
産
性
に
関
係
し

て
く
る
の
よ
」
。
や
り
手
の
40
代
ビ
ジ
ネ
ス

ウ
ー
マ
ン
の
よ
う
な
キ
レ
と
情
熱
が
言
葉

尻
に
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

シ
ニ
ア
と
い
う
言
葉
に
は
「
高
齢
者
」
と

い
う
意
味
の
他
に
、「
上
級
者
」
と
い
う
意
味

も
あ
り
ま
す
。
初
級
者
や
中
級
者
で
は
持
ち

え
な
い
豊
富
な
経
験
と
知
識
は
、「
上
級
者
」

だ
け
が
持
つ
「
特
別
な
財
産
」
な
の
で
す
。

　

小
田
原
市
清
水
新
田
の
事
務
所
に
響
く
歯

切
れ
の
良
い
や
り
取
り
の
声
の
主
は
、
潤
生

園
お
出
か
け
サ
ポ
ー
ト
の
清
水
三
美
子
さ
ん

（
68
）
と
鈴
木
淑
江
さ
ん
（
69
）。
清
水
さ
ん

は
企
業
を
退
職
し
、
親
の
介
護
を
経
験
。
鈴

木
さ
ん
は
会
社
勤
め
、
主
婦
と
子
育
て
、
ス

ナ
ッ
ク
の
マ
マ
を
や
り
、
整
体
の
仕
事
も
経

験
し
て
現
在
働
い
て
い
ま
す
。

　

2
人
の
仕
事
は
、
高
齢
者
の
お
で
か
け
を

自
動
車
で
送
迎
す
る
た
め
に
、
人
員
を
配
置

す
る
こ
と
。
利
用
者
の
希
望
日
時
を
聞
き
、

ド
ラ
イ
バ
ー
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
す
。

人
手
が
足
り
な
か
っ
た
り
、
女
性
ス
タ
ッ
フ

を
希
望
す
る
利
用
者
が
い
れ
ば
、
自
分
た
ち

も
現
場
に
行
き
、
時
に
は
一
緒
に
買
い
物
も

し
ま
す
。
こ
の
仕
事
に
大
事
な
の
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
。
移
動
中
は
車
内
で
利

用
者
と
2
人
き
り
に
な
っ
た
り
、
利
用
者

が
必
ず
し
も
元
気
だ
と
は
限
ら
な
い
の
で
、

気
遣
い
、
察
す
る
力
も
必
要
で
す
。
そ
こ

で
活
き
て
く
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
人
生

経
験
」
だ
と
い
い
ま
す
。
ス
ナ
ッ
ク
の
マ
マ

は
接
客
業
も
お
手
の
も
の
。
話
を
聞
い
て
、

人
を
知
り
、
さ
ら
に
、
主
婦
や
子
育
て
で

培
っ
た
栄
養
の
知
識
も
フ
ル
活
用
。
鈴
木

さ
ん
は
「
判
断
力
の
裏
付
け
は
、
今
ま
で
丁

寧
に
生
き
て
き
た
経
験
値
か
な
」
と
、
多
様

な
仕
事
や
役
割
に
真
剣
に
打
ち
込
ん
で
き

た
か
ら
こ
そ
、
今
の
自
分
に
し
っ
か
り
と

matching

事
例
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matching

働
く
意
欲
、
柔
軟
に
受
け
止
め
る

株
式
会
社
東
海
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ス
管
理
課

係
長　

鈴
木 

行
人
さ
ん

　

当
社
は
施

設
総
合
管
理
と

し
て
清
掃
、
設

備
、
警
備
、
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理

な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

「
施
設
の
清

掃
は
勤
務
時

間
帯
が
朝
一
番

が

多
い
せ
い

か
、
子
育
て
世

代
よ
り
も
シ
ニ
ア
層
、
セ
ミ
リ
タ
イ
ア

層
が
沢
山
活
躍
し
て
い
ま
す
ね
」。
そ

う
語
る
の
は
管
理
課
の
鈴
木
行
人
係
長

（
46
）。
自
身
よ
り
一
回
り
も
二
回
り
も

年
上
の
従
業
員
が
、
社
内
の
４
～
５
割

を
占
め
、
庄
司
さ
ん
の
よ
う
な
ス
タ
ッ

フ
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
週
○
日

な
ら
働
け
る
」「
〇
時
間
な
ら
」
な
ど
、

働
き
方
も
多
様
化
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
以
前
に
比
べ
て
ス
タ
ッ
フ
の
数

は
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
何
よ
り
重

要
な
こ
と
は
、
人
数
が
増
え
て
も
サ
ー

ビ
ス
の
質
を
均
一
に
保
つ
こ
と
。
庄

司
さ
ん
の
よ
う
な
経
験
者
は
ベ
ー
ス

が
で
き
て
い
る
分
、
頼
も
し
い
存
在
。

た
だ
、
施
設
清
掃
は
、
建
物
の
利
用

者
の
都
合
を
考
え
、
臨
機
応
変
に
、

そ
し
て
時
間
内
に
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
動
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

「
庄
司
さ
ん
に
も
ま
ず
、
当
社
の
や

り
方
を
覚
え
た
上
で
、
じ
わ
じ
わ
と
自

分
の
経
験
を
生
か
し
て
も
ら
え
た
ら
」

と
期
待
す
る
鈴
木
さ
ん
。
大
病
を
乗
り

越
え
た
人
を
採
用
し
た
理
由
を
聞
く
と

「
誰
だ
っ
て
歳
を
重
ね
れ
ば
、
病
の
一

つ
や
二
つ
は
経
験
し
ま
す
」
と
さ
ら
り
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
前
向
き
な

社
風
を
感
じ
ま
し
た
。

働
く
こ
と
は
、
社
会
参
加
だ

株
式
会
社
東
海
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ス
勤
務

庄
司 

俊
賢
さ
ん

　

大
小
の
モ
ッ
プ
を
使
い
分
け
、
病
院

フ
ロ
ア
の
清
掃
を
手
掛
け
る
庄
司
俊
賢

さ
ん
（
66
）
は
、
昨
年
か
ら
㈱
東
海
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ス
で
働
き
は
じ
め
ま
し
た
。

元
々
自
営
業
で
電
気
設
備
工
事
や
清
掃

業
を
し
て
い
た
事
も
あ
り
、
こ
こ
は
経

験
を
十
二
分
に
生
か
せ
る
職
場
で
す
が

「
も
っ
と
仕
事
を
覚
え
て
、
色
々
な
現
場

に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
学
ぶ
意
気

込
み
は
人
一
倍
で
す
。

　

そ
ん
な
庄
司
さ
ん
で
す
が
、
一
昨
年

前
に
大
病
を
患
い
ま
し
た
。
病
を
知
ら

さ
れ
た
時
は
ま
さ
に
晴
天
の
霹
靂
、
悩

ん
だ
日
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、

療
養
生
活
の
な
か
で
「
治
っ
た
ら
こ
う

し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
湧
い
た
そ
う

で
す
。
退
院
後
、
用
事
が
あ
っ
て
市
役

所
に
行
っ
た

時
に
た
ま
た

ま
「
セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
応
援

窓
口
」
で
相
談

し
た
と
こ
ろ
、

ま
も
な
く
同

社
と
面
談
す

る

こ

と

に
。

庄
司
さ
ん
は

体
調
に
つ
い

て
率
直
に
同

社
に
伝
え
ま

し
た
。
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
が
難
し
い
こ
と
。

治
療
の
影
響
で
喉
が
渇
き
や
す
く
、
こ

ま
め
な
水
分
補
給
も
欠
か
せ
な
い
こ
と
。

勤
務
時
間
や
日
数
な
ど
も
、
柔
軟
に
応

じ
て
も
ら
っ
た
そ
う
で
す
。

　

な
ぜ
働
く
の
か
、
尋
ね
る
と
「
年
金

生
活
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま
す
が
、

私
は
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
持
っ
て
生

き
た
い
」。
誰
に
語
る
わ
け
で
も
な
い

素
朴
な
目
標
。
多
く
の
シ
ニ
ア
世
代
を

勇
気
づ
け
て
く
れ
る
言
葉
で
す
。
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質問1

当協議会に

参加した理由

質問3

団体のPRやシニア世代の雇用・

就労促進に関する取組

質問2

協議会事業にどのように関わって

いきたいか、どのような連携をし

ていきたいか等

小田原市では、シニアが元気に活動し豊富な人

生経験を地域の課題解決につなげる「プロダ

クティブ・エイジング（生産的・創造的な活動

をしながら歳をとる）」の考えのもと、シニアの

就労や社会参画活動を支援するため、プラット

フォームとなる「シニアバンク」の運営や「セ

カンドライフ応援セミナー」の開催などに取り

組んできました。

このような中、本事業の趣旨に賛同し、これま

での取組を強化するため、構成団体の皆さまと

協力しながら地域全体でシニア世代の就業促進

に取り組んでいきます。

小田原市

1  少子高齢化が進む10年後の小田原市を見
据え、地域内の経済活動が活発であり続け

るよう、働く意欲のあるアクティブなシニア

の方々の活動を支援するため参加しました。

株式会社 横浜銀行

2  銀行店舗内における「セカンドライフ応援
窓口」の臨時開設や各種セミナー等の周知

など、協議会が実施する各種事業を他の構

成団体と共に協力して実施していきます。

3  横浜銀行は、地域ごとの「将来ビジョン」
を策定し、その実現に向けた継続的な取

組をおこなう「はまぎん10年後プロジェ

クト」を進めています。小田原市をはじめ

とする県西 2 市 8 町では、「『未病』施策

と連携し、定年退職後のアクティブシニア

層の移住・定住を促進し、準労働力の確

保と域内消費の拡大をはかる」ことをテー

マとしています。

1  生涯現役促進地域連携事業の目的と当
所の活動に共通するものがあったため。

2  今後、少子高齢化・人口減少により労働人
口が減少していく中で、企業が生産性を維

持していくための取組が必要であり、協議

会と連携しその課題に挑みます。

3  生涯現役で働ける職場づくりへの取組や、
企業と意欲ある高年齢者のマッチングを支

援していきます。

小田原箱根商工会議所

1  地域での連携を密にする事が必要である
ため。異業種との情報交流が出来るため。

かながわ西湘農業協同組合

2  今後新たなる事業展開の際の人材確保の
ための情報交流。

3  地域農業の維持、発展のために労働力支
援を今後、検討致します。

1  シルバー人材センターの目的である、高
齢者に就業の機会を確保し、提供するこ

とを実現するために、小田原市内の様々

な団体と連携していくことが非常に重要

であるため。

公益社団法人小田原市

シルバー人材センター

2  協議会の構成団体と連携して、シルバー人
材センターに登録している会員が活躍でき

るように関わっていきたい。

3  現役時代に培った豊かな経験と能力をシ
ルバー人材センターで発揮しませんか。健

康で、働く意欲のある高齢者の就業をサ

ポートする公益社団法人です。民間企業・

家庭・公共機関等から軽易な仕事を引き

受け、技能・技量に合わせて登録会員に

提供します。健康と生きがいの充実をは

かり、社会参加することによって、活力

ある地域社会の発展に貢献します。仕事

を通して人生を心豊かに。

〈会員募集〉

入会説明会あり（要予約）

年会費  3,000円  TEL0465-49-2333
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1  関東学院大学は、校訓「人になれ　奉仕せよ」の下、地域

社会をフィールドとした社会連携教育・研究に取り組んでいま

す。小田原市との関係においては、市内にキャンパスを有し、「連

携協力に関する包括協定」を締結しております。この度、神奈

川県「人生 100 歳時代の設計図」推進事業を通じて、SNOA

みかん農園再生プロジェクトに参画し、本プロジェクトを通じて、

学生の成長、地域課題の解決及び地域の発展に寄与できると

考え、本協議会へ参加する運びとなりました。

関東学院大学

2  学術専門的な知見・技術・人材育成の側面から、大学生と大

学教員がシニアの皆さんと一緒に活動しながら現状調査・課

題分析・改善提案に取り組みます。

2019年のラグビーワールドカップや 2020年

のオリンピック・パラリンピック競技大会を契

機として、国内外から多くの観光客が見込ま

れるなか、飲食店や宿泊施設などの観光分野

におけるシニア世代の活躍に期待しており、本

事業に協力・貢献していきたいと考えている。

一般社団法人 小田原市観光協会

3  2018 年度は二宮咲子講師（専門：環境学・ソーシャルデザイン）

指導の下、共生デザイン学科 23 名がフィールドワーク（写真１）

を実施、協議会（図１）や SNOA（図２、図３、図４）のキャラ

クターデザイン、みかんの皮を使った手作りイベントプログラム

開発、農業サークル立ち上げ企画（図５）等に取り組みました。

1  地域の住民同士の支え合い活動の担い手と
して意欲あるシニアの参加を望んでいる。

社会福祉法人 小田原市社会福祉協議会

2
 地域のニーズを反映してシニアによる起業
ができれば、そこを高齢者、障害者、ひ

きこもり等の福祉的就労の場としても活用

できる可能性がある。シニアの就労と社会

的弱者の就労は親和性がありそう。

3  市委託のアクティブシニア応援ポイント事
業が、参加者の就労や地域活動へのきっ

かけになることを期待している。

1  高年齢者雇用支援事業を実施するため、
従業員の確保等労働力不足に悩む事業

者の課題解決の一助になると考え参加

させて頂きました。

さがみ信用金庫

2  協議会と連携して事業者の課題解決やシ
ニア世代の就労、社会参画を促す事業に

取り組みたいと考えております。

3  さがみ信用金庫は、地域金融機関として、
当協議会事業を通じた地域社会の繁栄に

貢献できるよう取り組んで参ります。

1  2018年度、小田原市の行政提案型協働事
業の実施団体に選ばれ、「セカンドライフ

応援セミナー」及び「シニアバンク」を運

営してきました。これらの事業を拡充する

ため協議会に参加し、その企画・運営に協

力しています。

シニアネットワーク

おだわら＆あしがら（SNOA）

2  いきいきシニアライフに向けて、当会が気
軽に集える「居場所」となるよう、役立つ

情報を発信していきます。

3  「いい汗かいて心も体も元気」「仲間が見
つかる」を合言葉に、充実したシニアライ

フをめざして気軽に参加しませんか。地域

の活性化にも一役かっています｡

図１

図2 図3

図4
図５

写真1
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小田原市における生涯現役促進地域連携事業の

マスコットキャラクター

「アクティブ☆おだモン」

かんきちくん ぽこちゃん はなちゃん

［発行元］小田原市生涯現役推進協議会（小田原市役所 企画政策課内）

〒250-8555　神奈川県小田原市荻窪300番地　TEL :0465-33-1318　FAX:0465-33-1286

HP URL  http://www.city.odawara.kanagawa.jp/secondlife/

E-mail  geneki@city.odawara.kanagawa.jp

※本紙の掲載内容は2019（平成31）年3月現在のものです。


